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I 緒言

平春械類の立木を傷ければ多量の樹液を溢泌し，之を煮詰めれば特有の香味を有するシラップ

及び煎慣が得られるO 械情及び械シラップの採取製遣に就ては古い歴史があり，北米及び加奈陀に

於ては白人渡航以前より土着民族によって原始的の搾取が行はれてゐたが，白人により漸時研究改

良され，その製造もエ業化されて今日1)に至った (HENSIIAW(1890); CHAMBERLAIN (1891); SY 

(1908. 1909); HORNE (1935); SCIIUET'1'E， H. A. and SCHUE'J".rE， S. C. (1935)]。従って之等に闘す

る研究も多く，極めて多数の文献がある(巻末参照)。然るに本邦に於ては未だ企業化される程度の

採取は行はれや，その研究も極めて僅少である〔清水 (1889);小野 (1921);上村 (1922)J。

樹液溢泌 (bleeding)機縛の理論的設明は甚だ困難であって乙種々の製設があり，その生理的意義

は未だ明かでは危いが (LEPESCIIKIN(1927); FREY・WY制 LING(1929)]. LEPESCHKIN (1927)によ

れば樹液排出現象及び該液の上昇作用は根部並びに樹幹内に於て位置の異なる細胞叉は組織の原形

質膜の樹液内i容存物質に劃する透過性の相違に基く主主透作用に基因し，且排液の開始は土嬢の合水

量及び温度に闘係し，又他方根部分の細胞内に於ては澱粉から煎槙を生じ之がために樹液は樹幹内

水分通導組織内を上昇しその際樹腫内に存する積分は該樹液中に横散し，ために溢液 (exudingsap) 

の濃度を増すとし。械に於ては根部が冷却されるときは，前述の澱粉より照慣の生成の増加に基く

根細胞の主主透僚の増大により排出液量の噌加を認めた。澱粉より原稿の生成に就ては細胞内のアミ

ラーゼが比較的低温 (0-15'C)で且つ弱酸性(最適 p.H=6.6)に於て澱粉をよく加水分解すること

が確められた (BOISand NADEAU (1935ー 1!:l38)J。樹液中のllli糖以外の含有物質に就ては古くより

多数の研究があり (LIPPMANN(1914-1915); SHEDD (1915); SANDO and BAR'rJjETT (1921); 

SNELL (1925); NELSON (1928); BRODIL (1934) J .有機酸類としては，確酸，酷酸，林檎酸，拘縁酸

フマー)J.，-酸，琉拍酸， TRICARBALLYI.-酸等が見出され，叉無機物質としては Na， Ca， Mg， K， CI， 

S， Si， P等の元素が見出された。猶以上の他樹液中には少量の樹脂， Coniferin等を含み，之等:は加

熱濃縮してシラップを遺る時に分解して PhenoI及び Aldehyde類 (Guajacol，VanilIin及び、 VanilIic

acid)を生成し，械シラップ及び械糖の香気成分を詩す原因と考へられる (NE凶 ON(1928) ; RISI and 

BOIS (1932ー1936);LABRIE and RISI; (1934); FINDLEY and RISI (1934)コ。

1 ) 峨糖It加奈陀及ぴ北米合衆闘に於てIt多〈採取製造され，北米合衆国に於げる生産額1"U918年以後漸次減

~の傾向た示してゐろが. 1935年に於てIt倫12496000本の械儲から3377000:/1"ロシのジラップと1704000封

皮の械糖iT生産されてゐる [BROWN(1937)J。
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排液流出の速さは直接液塵 (bleedingpressure)の高さに闘係がるり，液匿の高い時には流出蓮

度は大であって多量の液を排出し，叉液監は樹幹の位置部分によって相違がある (LEPESCHKIN

(1927); McINTYRE (1932))。温度の影響に就ては， HILLS (1904) ;上村(1921-1922);LEPESCHKIN 

(1927); McINTYRE (1932); NAKANO (1937)等の研究がある。一般に葺は暖かく σ.5-10"Cを最高

とし)，夜間は氷結下に降る (_4
0

C附近)時が樹液排出の絶好時期とされてゐる。猶 NAKANO(1937) 

は液墜と気象共の他の外国保件との関係を「みづきJ(Cornus controversa)に就て詳細な研究を行

った。

産糖用械樹の種類を見るに米園 ft:於ては，Acer saccharum MARSH.; A. saccharum MARSH. var. 

吻 rumBRI'l"rON. (= A. nigrum Mlm王x:.);A. runかumL. ; A. saccharinum L.を主とし，共の他 A.circi-

natum; A. spicatum; A. lllacrophyllum punsH.; A. negundo L.; A. pennsylvanicum L.等が利用され，その

合措量は大韓 1-6%，Lf均39ぢであり，排液期間は年により叉天候により異なり，長いときは57日

聞に及び，短いときは 9日間，平均34日間とされる (BROWN(1937)]。

本邦に於ける研究は古〈清水 (1889)による東京府西ケ原試験場に試植されたトネリコバノカヘ

デ (Acernegulldo L.)の樹液に就ての分析結果がるり，小野 (1921)は北海道野幌園有林に於てイタヤ

カヘデ及びアカイタヤ (Acer.pictulll THUNB. var. lIIono P AX.)及びアカイタヤ (AcerMayri GR. V. 

SCHNERIN)に就て研究し，叉上村 (1922-1923)は盛岡地方に於て，トネリコバノカヘデ (Acernegundo 

L.)及びイタヤカヘヂ (Acerpictum THUNB.)に就て貰験し，排液期聞は北方地方に行〈に従ひ遅延

するも大韓2月中旬より 4月下旬の聞に在り， その含構量は王子均 1.596内外であって米国に於ける

含倍率よりは遥かに小である。

以上記載した如く械の樹液及び糖に闘する研究は極めて多数あり，械樹の排液は立地，集候等

の環境の影響を受けるととが甚大であると述ペてゐるも，本邦に於ては前越の二三の研究のみであ

って，而も少数の材料に就て行はれたのに過ぎない。何て本質験は我が闘に於ける従来の研究保件

とは種々の酷に於て異なる本事苫小牧演習林に於て比較的多数のマイタヤ(イタヤカヘデAcerpictulll 

TUlnm.)及びハナイタヤ(ヤマモミヂ Acer向lmatumTHUNB.)に就て樹液の排出扶態とその化接的

成分との研究を目的として開始せるものである。本報告には現地に於て観測々定せる事項に就ての

み述べ，合有成分に閲する化撃的研究に関しては今後の研究を侠って報告せんとするものである。

誌に本報告を草するに営り常に多大の御援助を輿へられた，本製演習林長中島庚吉博士並びに

苫小牧演習林派出所員に厚〈感謝の意を表する。
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E 試験材料反び試験方法

1 .供試樹(第1表〉

本試験に供した械樹は本製苫小牧演習林幌内事業医第二十九林班内i民出所裏手にある保存林中

のマイクヤ (Acerpictum THU.NB.) 38本，ハナイタヤ (Acer仰lmatumTHUNB.) 74本，合計 112本で

あって，之等は特に形買の優良なものを選んだのではなく，該圏地に生育せる殆んど全部のマイタ

ヤ及びハナイタヤの立木であって，その胸高直径は17-49cm.樹高は11-23m.(大部分は14-1.5m.)

のもので，特に大なるものではない。その生育個所は心土とじては火山抽出物から成り，その上部

は約 20cm.内外の表土を以て被覆されたり海抜18m.前後，北緯42ウ東経 14r附近にある概ね平坦

な比較的疎開した澗葉樹林地である。

第 1表 供試樹直徳別本敷

胸モnF径 卜7118119¥20121 ¥2; 1231241251山128129130131 132-¥ヤ¥35 36 ¥刊ω

句司r
供 試 1 1 1 -1 1 41 3 21 2 

3l1  

11 3日
イ
タ

排i皮測定 1 1 1 21 21 4 ー-1 1 21 3 21 2 一ー 1 2 一一一 11 30 
ヤ

戸イ
供 試 1 51 4 71 10 61 6 51 7 3 1 41 31 3 

2 イ寸 1 
1 

タ

ナヤ 排i夜測定 11 3 1 51 3 61 8 61 6 51 7 1 1 41 31 1 21 -1 1 1 11 -1 66 

とれ等の供;武木に路頓に番披を附け，雨樹種より各2本宛(番続18，3.5，36， 47)を選ぴ，該樹に

就で波監及び樹幹の温度を測定した。猶直極，環境の類似するものを選定し，その各2本宛を 1組

とし 6組(呑競11，13;12，2.5;21，23;.53，.54;.51，44;34，20)計12本に就て，穿孔位置を上部と下部に取

り，その排液欣況と液の濃度を比較した。 盛りのマイクヤ30本，ハナイタヤ66本に就て排液欣況を

測定し，更にこれ等より得た樹液をシラップの製造試験に供した。

2. 採;夜方法

供試樹の樹幹地上 1.3m.内外の高さに於て，南西に面し樹冠の護育良好な方位を選び、直径 1cm.

のボート錐を以て，深さ約 8cm. の孔を前方をや L 下方に向けて穿孔L.，~)孔内の陣片を丁寧に取り

1) 中尾治裁: 苫小牧演習林地質調査研究報告.本誌第11巻.第 1貌(紹和14年).

2) Hn.Ls (1904) 1:1:地上4尺.孔の直径3/8-5/8吋や遁宮古とし，樹液1:1:表皮ιり3吋まぐのとこみιり流出する
ものとして孔の深さ 1 :l: 2~吋以内にて足りるとし，小野 (1921) 1:1:地上3尺内外，直径5分.深さ 3寸内外込
用ひ，穿孔の位置It，北側のものは排出最もタなし西側の陽光た受げるところが最も多いことや賓験
し，西観IJ~適するとし1:。治上村(1928) 1:1:地上3尺，直径3--4分，深さ1-1.5すとし，位置は一般に四億iJ
か忌み，南側l主流出の開始最も早(，東但IJ之に次ぎ，北側It開始遅きる常とすろも長〈懐く 1:めに却てこ
の側や可とする業者もあると逃ぺ，同氏の質強i二1:1:東側浴用ひ1:。
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除いて，之れに亜鉛引織製の境管を挿入して溢泌し来る樹液を導出滴下せしめ，之れに銑力製の受

器を懸けて液を捕集するやうにした。而して排出液は毎日午後4時より 5時の間に一定路順に従っ

てその排出量を測定し，その後に雨樹種の樹液杢部をー纏めとして，シラップの製造試験に供した。

穿孔位置の高低D差が溢泌に及ぼす影響の比較試験として各組の一方には地上 0.5m.に，他方

には地上 2.3m.の高さに穿孔して排液せしめ.叉その中の 1組(番披11，13)に封しては試験の後宇

に (4月2日)奮孔の直上又は直下に更に 1孔を穿って同一樹幹に於ける位置の高低による排液扶

況の相建を比較した。

3. 比重及び糖分含量の測定

比重の測定には採取せる樹液を 1樹種毎に集め，その混合液の 1部を採り， 50c.c.の比重阜を用

ひ20'Cに於ける重量を測定して 20
0

/4
0

の密度を求め 1樹種の全混合樹液の比重を算出した。叉糖分

の定量には初め 2-3の試料に就き BER'rRAND民法に操って分析を行った。併しi庇出所に於ては

賓験困難のため止むを得宇比重によって糖分合量の近似値を求めるとととし Keiserlich NormaI-

Eichungs-Kommissionの表 (BROWNE(1912) )より鹿惜の濃度を求めた。

4. 排;夜の謹さの測定

1分聞に於ける排液の落下滴教を算へて，その滴教を以て速度の遅蓮を現はした。而して 100

滴は大凡 12c.c.に相営した。

5. 液塵及び樹幹の温度の測定

趨嘗な墜力計が得られなかったので，中野 (19.'37)が「みづき」に就て貰験した装置に倣って，

簡単なる測墜計を作り，之れによって示される水銀桂の高さを観測して樹

液laを測定した。今岡の観測は不便友林内であった箆と雲中で而かも夜中

葉湿零下 15'Cにも及び凍結の擢れがあり，且叉降雪等の矯めに尉子製測

堕計の破損の可能性もあり，従って自記装置とするととは困難であったの

で，毎日午前8時より午後 8時金で(時には午前 6時より午後10時まで)

2時間置きに観測するとと Lした。

との測墜装置の構造を略記すれば(第 1闘)長さ 80cm.内僅 4mm.の

嫡子曲管に水銀色溜める直径4cm.の太き管を稽ぎ，此の太き管の他端は

樹韓に挿入する側管と蒸溜水を入れる震の括栓とを有す，闘の如〈之れに

水銀及び蒸溜水を入れ，細管の後にメートル尺を附けて水銀柱の高さを讃

むやうにした。此装置を樹幹の東側地上 1.3m.の所に探液の場合と同様

に，孔の縁を不規則Ir.傷けないやうにして深さ 8cm.位の孔を穿ち，内部
第1掴側慶装置
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を蒸溜水にて清掃し，一度煮沸した蒸雨水を以て孔内を充たし，内部に集泡の出来ないやう注意し

て，装置を樹幹に挿入し，排液の漏出なき様充分緊密にして固定する。向その外部にパルサムとバ

ラフインの混合物を塗り固め，更に全装置が融雪，風等により勤務しないやう樹障に固定し，叉雨

雲を防ぐ震の覆の出来る様にした。凍結を防ぐ震に水を充したる部分を綿及び布にて覆ひ，重聞も

直接外気に慣れしめたいと共に，太陽の直射を避け，夜間は此の部分に懐躍を入れられるやう装置

した。毎夕日渡後に懐憧を納れ，翌朝気温の上昇後に取り除いた。向同一高さに於て樹幹の北側に

穿干しし，寒暖計を甲子H乙持入して幹中の温度を測定した。又樹幹外にも寒暖計-を吊して観測時の気温

を測定した。

色気象の観測

気象の観測は同演習林訳出所内の測候盤置に操った(北緯42
0

40'，東経141'36'，海面上18m)。

III 試験結果反ぴ考察

1.排;夜献態

3月10日供試樹に就て，前速の方法に擦り穿孔し，直ちに噴管を挿入し，同日夕刻受器を懸け

溢泌し来る樹液を集めるやうにし，翌3月11日より 4月21日まで42日間毎日その排出量を測定し，

附表 I及びIIに示す如き結果を得た。との結果より大腫次のやうなととが考へられる。

(1 )排液の時期

樹液溢泌の開始は地中温度が高くなり，土壌の凍結も弛み，土壌の水分合有量が大となって始

めて~されるもので，その開始期は同一樹種であっても地方により又年々の気候によって費化があ

るにLE.PESCHKIN(192i)，宇野(1935)，上村(192n小野(1921)，BROWN (1919)等)。本道に於ける小

野(1921)の試験によればイタヤ，アカイタヤにては大凡3月上旬に開始し4月中旬に閉止するとと

が知られて居る。本試験に於ては 3月10日の穿孔時にマイタヤ及びハナイタヤ共殆ん E全部のもの

は既に排液した(附表tII)。

とD結果から見るに，との試験施行年に於ける排液の開始期は 3月10日よりも倫以前でるった

事が考へられる。叉賓験中止の 4月21日にマイタヤにては向金供試本童文の43%は排液中であったが，

ハナイタヤにては 9%に過ぎなかった。然しその排出量は何れも少量で・あり(附表1，II及び附固 1)

液監は4月15，16日頃より急激に減少せる欣況から見れば(附表V-IX，附闘II，III)その閉止期は大

瞳 4月中下旬と見る可きであって，とれは野幌に於ける試験結果よりも幾分長い傾がるるも概ね一

致する。
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(2 )樹種による排液扶態の差異

本試験に供した雨樹種の樹液排出紙態には判然たる差異があった(第2表〉。即ち排出量はマイ

タヤはハナイタヤの約 2.2倍に営り，排液日数及び1日に於ける排液本敢も.マイタヤの方が何れ

も夫h約 8.6%多い結果を示した。

第 2表 マイタヤ及びハナイタヤの排液欣況

万J~i -~~I ~6.7-Tムムィ…T…1 -丙;7iZJJ均
一日ユl防犯5I 1回~示|…ぷ湖瓦
今他の諸氏による液排出量を見るに，小野 (1921)は野幌に於てイタヤカヘデの胸高直倍 30-

53cm.にては 1期間 1樹より 33L.上村(1921ー 1922)は盛岡地方にて胸高直佳約 30cm.のトネリ

コバノカヘデより通常1l-30L. McI~'rYRE， BROW~ 等は米閣に於ける砂糖カヘデにて29-45L.

の排出量を報告した。上表に示すマイタヤの杢試験期間中に於ける 1本営綿排出量 22L.は樹幹の

大きさから見るに，之等の報告結果に比するに過小の値ではないと考へられる。

(3) 排液扶態と樹腫とD関係

個々の樹による排出量及び排液日裁は樹の大小，樹勢，生育環境等に支配されて甚だしく相違

する乙とを認めたが，猫一般によく排液したものは樹幹It:破戒が無〈樹皮滑かであって樹冠も亦よ

く護建し，分校多きものに多く，又その生育環境も日首り良き林縁又は隣接木と飴りに近接しない

場所・にあり，採液期間中も充分に陽光を受ける場所にあるものに多い。之に封し排液量の少ないも

のは樹幹に現痕があるもの，空胴のもの，樹冠の護育不良のもの及び近接木に被[摂され日首りの悪

いもの等に認められた。之と同様な傾向を McINTYRE') 及び、 JO~ES， EDSON and MORl岨 HILLS均

等も報告した。

即，試験木中樹幹に宰胴のあるもの，叉被墜により特に排液の少なかったもの(番競75，74)及

び樹冠の非常な護建により異常に多く排液したもの(呑競 17，120)を除き，他の試験木を 2cm.毎

1) :¥1c 1 NTYRE (1932) l:t械樹に ιる賓裁にιって，支〈愛育ぜる樹在私有するもものは多〈排液し，又直径犬

なるものほど排出量の多いことや纏め1:。

2) 排出量l:t前年中の築養状況，就中葉の面積と受げた陽光の量に直接比例するといふ。[JONF.S，EDSON， and 

:¥loRSE (1903); JIILLS (1904)) 
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の直控階に分けて，会期間中 1本営平均排出量を見るに，第 3表の如くなり，叉との闘係を固示す

れば第 2闘に示すやうになって，直径の大なるものほE多量に排出するととが知られる。猶直径

20cm.附近に於ては雨樹種聞の排出量に大なる差は認められないが，直径が大となるに従ってその

懸隔が大となるととが見られる。

第 3表 直径階による排液欣態

で一一樹
種

可司F イ タ ヤ ~、 ナ イ ，タ ヤ

直径 、¥

階 ¥
本敏l一本賞平均排出量|同最多量

(L) (L) 
本殿|一本賞平均排出量l同 最 多 量

(L) (L) 
Clll. 

17_18 一 一 一 4 6.453 9.851 

19-20 1 6.520 一 6 7.212 9.890 

21-22 5 7.210 11.115 9 8.618 13.290 

23-・24 6 12.816 16.045 14 8.922 17.610 

25-26 一 10 9.635 13.390 

27-28 5 23.141 25.427 8 10.540 20.424 

29-30 4 31.5!'i4 40.670 5 13.436 22.045 

31-33 一 6 14.131 23.385 

32-34 5 35.738 40.933 一

35-39 一 3 19.487 21.380 

49 1 66.450 

第 2圃 直径と排出量

jマイ71'

;(t 

-t li.c 

L *.C 

/ 戸、ナイ7ヤ

J.(' 

u 

1.< 
J すFr-

'i) 2Q 30 110 ，0 10 

孟 4呈 C1J1，
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第 3表に示す如き少ない試験成績では不充分であるが，今試みに直径を X，排出量を y，とし

て二戎式を適用すれば次の式の如くなり，

マイタヤ y= -50.16859+3.1i612x-0.01624x2 

ハナイタヤ y=  6.9634-0.3295x+0.018lx~ 

本式から直径 20-50cmの範園の樹木に於ては 1期聞に大約次の排出量が期待される。

直 径 (cm)I樹
種 1

20 30 40 50 

マイ タヤ 6.86 30.田 50.89 68.04 
排出量 (L)

戸ナ イ タ ヤ 7.61 13.37 22.74 35.74 

(4) 排液と気象との関係

樹液の排出扶・況は日によって著しい費動がある。即良く排出する日には一般に全試験木を通じ

て多(，少ない日には何れの樹にても少ない(附表!， II及び、附闘I)。との事は気象の費化が樹液の

排出現象に大きた影響を興へるととを示すものであって，雨者の闘係を考察することは重要なとと

である。試験期間中の気象饗化の欣況と樹液の排出航況とを比較封照するに附表XI'L示す如くであ

って，特に日照，気温の影響が大きいととが見られる。表中の滋度は 14hに於ける操度であって，

撮度と排出量とには可成りの闘係があるやうに見られるが，埠度の測定同教が不足であった詩に此

の離に就いての考察は差控へた。

期間中地中の温度は地表 0.5mに於ては -O.i-l.1"C平均 0.2'C，1mに於ては O.9-0.5"C，平

均 0.6'C，2mの所にては 4.3-3.2"C，平均 3.i"Cであって， 0.5mの所では気温の上昇に従って上

昇したけれ左も 1m及び、 2mの箇庭に於ては逆に試験の末期になるにつれて温度は低下した。又風

は期間を通じて徴風の程度であって，その影響は飴り大きなものではないと考へられる。

全期間中 1日の締排出量最も多く，而もその最多排出量を示せる樹木を多敢に有する 3月20，

28，30日に就て気象欣況を見るに，集温が夜中に於て -TC附近に低下し，日中(1O-16h)は快晴

で、暖かく気温が i-12.5'IL昇り 1日中に於ける気温の較差も多<，叉日照時間も多い。之に反して

採液の好適期間でありながらも特に排出量の少なかった 3月22-26日及て]:4月5日は夜中の気温が

非常に高くして氷臨下に降らないか低下しでもその程度は極めて低く，日中はその割合に高くたく.

従って気温較差の少ない日であり，叉多くは曇天で雨，零等を伴たい日照も亦少なかった。

2. 排;夜の漣さ

最も多量に排液したマイタヤ(番披50)に就て. 1分聞に滴下する樹液の滴敷を算へ，樹液溢沼、

の蓮さを測定した結果は第 4表の如くであって，排液の蓮さの最大は 1分聞に 136滴であった。而
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してとの 100滴は約に 12cふに相賞するから 1分聞には此の場合約 16c.c.を排出したととになる。

排液の蓮さと液監の闘係を見るに第3闘に示す如く，その蟹化の献態は殆んど完全に平行し，

樹液の溢泌現象は全く液墜に支配されてゐるととが認められる。乙の固に示すものは50競木の排液

の速さとマイタヤ(番競18)の液置き(附表IV)とを比較したものであるが，向同一樹幹に於けるとの

関係を確かめる詩に， %1Jめ液監のみを測定したマイタヤ(番競36)に液J星測定の位置と同高に樹幹の

南面に更に穿孔採液し，排液の速さ及び排出量を測定した。その結果は附表 IX及び第4闘の如く

であり，液墜と排出量との闘係は異株聞の場合と同様な闘係にあるととを確かめるととが出来たコ

云\~II 8 

3. 19 I 66 

20 56 

21 39 

22 4 

23 + 
24 + 

+ 

22671 1 
+ 
26 

28 I + 
29 8 

30 I 22 

31 10 

4. 1 士

8 

6 

7 30 

8 

.2jSO 

第 4表 マイタャ No.50の排液蓮度

一分間ニ於クル滴般

100滴 ~12c.c.

10 12 14 16 18 20 

66 60 48 38 25 + 
136 124 96 34 20 士

40 42 36 20 ± 士

5 15 9 1 士

+ + + + + 
5 9 6 1 

+ + ± 士

+ ± 8 士 + 
14 9 4 1 士

36 114 96 66 48 32 

18 18 沼 12 + 
100 90 66 48 20 

23 26 19 1 + 
20 45 28 20 1 

54 72 48 30 18 12 

12 3 5 3 士
2 6 4 

48 42 36 30 16 

48 42 24 12 8 

10 9 

7.6 I 2.4 I 
+ ;>，一分間二一滴チ主主セザル程度ニ排i夜スル宅ノ

士 P、口金ナ添市ス程度ニ極メテ僅カニ排波スル毛ノ

;>、金然俳波ノ認メラ V ヌモノ

空欄，、観測セザル宅ノ

太字戸最高チ示ス。

(c.c.) 

5.910 

6.755 

3.670 

520 

O 

230 

40 

185 

720 

4.840 

3.220 

4.460 

1.645 

1.655 

2.7EYJ 

1.1日

15(コ

O 

1.885 

2.910 

960 
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凪

可イタヤ〔番競50)による排波の速さ(1分間1:於げる滴鍛〉

可イタ-r(グ 18)にιる波医(波墜計，水銀柱の高き〉
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樹液の比重及び薦糖含有量3. 

24時間内に排出せるマイタヤ及びハナイタヤの会樹液を樹種別に集め， 20
0

Cに於ける雨樹液の

マイタヤにてはその最大は 1.00609(3月比重を測定した結果は附表I及びIIに示す如くであって，

ハナイタヤの最大は1.00494( 3月24日)，最小は 0.99862(4月15日)14日)，最小は 0，99916(3月2.5日)，

ハナイタヤの樹液は1.002乃至 1.004で一般にマイタヤの樹液は 1.003及至 1.005の聞にあり，で，

マイグヤの比重はハナイタヤの夫より麓-分大である。試験期間を通じて見れば概して平均あって，

叉排之に反して高温の時K排出せるものは比重小さい傾向を示し，気温低き時には比重は大きく，

液の初期には比重は大きく，末期に進むにつれ僅かに低下の傾向を示し，此の結果は LEPESCHKIN

(1927)其の他の報告とよく一致してゐる。

比重の値から直ちに鹿糖の濃度を換算すると樹液中には鹿糖以外に種々の物質を含む関係上，

LEPESCHKIN (1927)によれば比重 1.0147の樹液の庶情合有量は比重とは理論上は不営であるが，

叉全含有物質の乾燥Polarimeterにて測定すれば 3.8%であり，より算出すれば 3.97%であるも，

組量は 3.95%であって，比重より換算した原稿含有量は質際よりも常に過大の値を示す。何て本報

それより更に鹿糖重量の近似告に於ては此の駐を考慮に入れ℃比重より原稿。含有量(%)を求め，

値を算出すれば附表I及び IIに示す如くなる。従ってマイタヤにては試験期間中金樹液にて 10.275

之より諮に会期間中全世液の平均のハナイタヤにては 7.439kgの鹿糖を得られるとと Lたり，kg， 

叉

昭和5&J主3月31日ιり4月2日に亘って採取ぜる樹液や管薮室1:於て SOXHLET氏法にιって分析し1:鷲
果11.突の如〈ぐわって，本報告の比重から算出し7こ値に近い。

τ イ !i'ヤ 1.22-2.08% 平均1.81%
円ナイタヤ 095、1.58% 平均1.30%

となる。混度の近似値を算出すると夫々 1.54%，1.12%1)となり，比重は夫々1.0042::，1.00259 

1) 
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試験期間中 1樹よりの平均煎糖産出量はマイタヤ 343g，ハナイタヤ1l3gとなる。

との平均糖分合有量は，小野のイタヤカヘデの最小 0.82%，最大 2.35%，平均 1.41%に比し

柏高く，上村のトネリコバノカへデの1..5-2.3%よりは低く，イタヤカヘデの 1.30-1.82%とは飴

り異ならない。併し米園の砂糖カヘデの千均3-5%，最高10.2%CBROW~， McIN'l'YRE， WILEYJ 

には遠く及ばたい。

以上は多数の樹木から排出せる樹液の混合液に就いての結果であるが，一樹のみからの排液に

就て同様な方法にて測定した比重及び糖分合有量は附表 IVに示す通りである O 即ちその最高値は

マイタヤにては比重 1.ω9h糖分櫨度 2.79%(3月14日.番枕21)，ハナイタヤにては比重1.0071;，

積分濃度2.39%(3月13，14日，番披34)であった。

4. 穿孔位置の高低と排;夜斌況並びに排;夜の湿度との関係

樹幹の直僅，生育環境の類似する供試樹を 2本宛6組選びてその一方には地上0.5m，他方には

2.3mの高さに穿孔しその排液欣況を見るに附去IIIの如くなり，その内特に排出線量及び排液日

敢に就て見れば第5去の如くである。

11(辺)

12(27) 

21(34) 

第

617951 

5 

発この組のみ排波日般It22日間，他It42日間。

51(沼)

34(32) 

表

91 

との結果は概して下部に穿孔せるものから多量の排液を箆し，叉排液日童文も多い傾向を示すが，

その内の 1組にては之と反封の数値を示した。との反封の傾向は樹木の腫差による影響と考へられ

るも貫験材料の小敢なるため明かでない。

叉4月2日にマイタヤの 1組(番競lL13)の内先にて下部に穿孔せるものにはその直上に，叉上

部に穿孔せるものにはその直下に夫々喜子Lから 1.8mの間隔に新たに穿孔し，との新奮の孔からの

排液を同時に採集測定し;第6去の結果を得た。之によれば上下の位置に関係なく新たに穿孔した孔

から多量に排液されるととを見る。



第 8表 マイタヤ同一樹に上下二孔を穿ちたる場合の排液紙況

子月¥¥日¥専掌銘¥花¥¥月怯~ と一l 

1 3 (22cm) 1 1 (22clll) 

上(醤〕 下(新)

11 

上(新)

3月II日 4月 2日 4月 2日

4. 680 340 360 

O 930 270 

O 160 O 

5 i O O O 

20 770 1100 

7 50 970 1600 

8 O 1αコ 30 

9 O O O 

10 3コ 780 960 

11 75 1120 1625 

3!J 440 800 

O 170 50 

O 350 550 

40 1020 30 

C O O 

O 610 O 

1050 

1αJO 

510 

O 

合計 11 拘 l 蜘 11 . 9拘 l 

排 波間 7 I 16 It 14 I 

下 L萄)

3月II日

1100 

870 

240 

O 

70 

60 

60 

10 

40 

20 

140 

20 

O 

450 

O 

O 

O 

30 

O 

O 
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弐に比重と穿孔部位との関係を見るために上越せる 6組の排液に就て測定せる結果は，附表IV

に示す如くであって，此等雨樹種排液の比重は穿孔部位によって夫々異なるも同一傾向の結果は得

られなかった。

叉同一樹の上下 2孔よりの樹液に就て比重及びその糖分濃度を見るに，第7去に示す如〈上部

よりのものの濃度が高い結果となった。
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第 7表 マイタヤ同一樹D上下二孔より得たる棋液の比重(濃度〉

1 3 く22cm) 1 1 (22cm) 

月 日 上(奮) 下〔新) 上(新〉 下〈奮〉

|比 上h 比 度 .I:t 度

4. 2 1.0但 57 1.12 1.(幻'32~ 1.29 1.∞354 1.'37 

3 1.∞287 1.19 1.00346 1.34 1.∞'35o 1.37 

4 一 一 1∞321 1.28 一 1.00355 1.37 

5 一 一 一 一

6 1.(氾♀93 1.22 1.(氾37s 1.42 1.α)2Ut 0.97 

7 1.(わ1728 2.'32 1.00308 1.25 1.(氾405 1.50 
1.37 

8 1目C氾260 1.12 一

手 -I 1.93 I -I 1四 l 1.29 

5.夜塵

マイタヤ 2本(番披 18，36)及びハナイタヤ 2本(番披35，47)に就て，前述の方法により液墜

を測定し，附表 V-IXの結果を得た。その中 18枕木及び35競木の結果を固示すれば附園 IIIの如

くである。乙...t乙得た数値は測定装置が簡単であった関係上監の結封値を知るには不充分の臨もあ

るが，唯皐t乙気象外国保件と液!匿の襲化，並びに排出量と液墜との関係を比較的に察知することは

出来る。

概してマイタヤの液監はハナイクヤの夫よりも高しその最高はマイタヤにては 598mmI-lg

(11.61b/cm2
)， (18披木.3月18日14時J，ハナイタヤにては 482mmHg(9.31b/cm勺， (35競木.3月20日

12時)，を示し，観測時に於ける最低はマイクヤにてはー10.2mmHg(ー0.21b/cm2
)，(18披木.3月25

日.22時J，ハナイタヤにては -6.7mmHg(ー0.11b/cm2
)，(35競木.3月27日6時〕を示し，結局液

墜はマイクヤにては最高の場合約1.8集監 (261b/cm2) に達した~

又雨樹種共にi夜墜の一日中に於ける襲化には時間的週期が見られ，毎日その最高は日中の陽光

の強きときにあり，最低は夜間から夜明にかけてあるものと考へられる。その詳細は附表V-IXに

示す如〈である。

S. 排液と;凌塵との関係

樹液の排出と液墜との闘係に就て附表IXを得た。本表より更に排i夜の蓮さと液墜との時間的

整化の朕態とを固示すると第3国及び第4国の如くなる。即ち第3園はマイタヤ(番競18.50)，第4

1) ~c[NTYRE(1932) (!最高 25Ib/cm2，最大頁堅 51b/cm2に議することか報告した。
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国はマイタヤ(番競36)の排液速度と液墜とを比較せるものである。との雨闘によれば排液の速さ

その時の液墜に比例するととが知られる。は，

回4 第

マイタヤ(番競36)の波麿及び同時に測定ぜる排i夜速度並びに排出量の関係

一一-0一一・波 盤 (mmHg)

排波速度{滴)

一一一排出量 (Lー)

c.c 
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との雨者の費化の傾向又全試験期中に於ける日々の排液量と日々の最高液!監とを比較するに，

は殆んど平向してゐる結果となる(附園I及びII)。即液躍の高かった日は排出量が多く，液墜が低

い時には排出量少なく，員監の場合には排液は全然見られなかった。

括綜IV 

昭和13年 3月10日より 4月21日K泣って苫小牧演習林K於て，マイタヤ及びハナイタヤに就て，

樹液の排出欣態，樹液の比重及び液墜の測定を行ひ次の結果を得た。

その平均値はマイタヤにては 1樹 1期 22.3L，

また排液日数及 1自に排液した本数も共にマイタヤはハナイタ

マイタヤはハナイタヤよりも多〈排液し，1. 

ハナイタヤにては 10.1L，

ヤよりも多い。

日営りの良い所にあるものが然らざるものよりも

多く排液した。叉直径 (x)と排出量 (y)との関係は弐式のゃうである。

樹幹太<，現痕なく，樹冠の生長よく，2. 
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マイタヤ y = -50.16859 + 3.17612x -0.01624x2 

ハナイタヤ y = 6.9634 -0.3295x + 0.0181ど

3. 排液量は液墜と平行し，気象特に気温及び日照に影響され，日照多く，霊夜の気温較差の

大なる日に多く排液された。苫小牧地方に於ける樹液採集の遁期は略3月上旬より 4月中

旬までの聞にある。

4 樹液の護度は平均気温f正き初期に高く，末期i乞近づくに従って僅かに低くなる。マイクヤ

は王子均比重1.003-1.005，ハナイタヤは1.002-1.004であり，叉原糖含有Z容はマイタヤは

平均1.54%，ハナイタヤは1.12%である。

〔北海道爺国大聖書農挙部林撃数室〕
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附表 111 穿孔位置の差異

狩f 手重 竺司r イ 51 ヤ

(樹胸高木呑直競径) 13 (22cm・) 11 (22) 2tJ (27) 12 (27) 23 (33) 21 (34) 

庁 FFi 上 下 上 下 上 下

480 120 135 484 510 360 

12 770 260 70 575 380 420 

13 260 120 5 295 140 175 

14 2αコ 120 30 220 110 110 

15 140 70 O 150 20 20 

16 14D 70 70 1αコ 1αコ 90 

17 650 320 270 8ヨコ 770 550 

18 7αコ 540 410 140コ 1750 1120 

19 1120 1370 4DO 160コ 2030 1970 

20 1700 1270 2150 21αコ 318コ 21日

21 11 940 1450 500 16コ3 2130 3230 

22 O ま〕 O 70 40 120 

23 O O O 2αコ O O 

24 c 50 O O O 80 

25 O 5 O 80 、5 60 

26 O 150 O 5ま) O 4αコ
27 O 340 O 420 以)J 630 

28 1370 1281コ 2α)0 2800 3000 24∞ 
29 1220 183ο 200 1860 140コ 2αコo
30 340 16αコ 21∞o 2650 3300 2280 

31 295 1060 40 58コ 530 990 

4斗O 620 1290 1275 920 

一 1150 2100 2460 1550 

3 1: O 720 790 1230 

451 | 一 一 O 270 2αJO 300 

一 O O O O 

6 1: 7αコ 1930 1200 520 

7 11 一 一 1050 2350 1840 680 

8 !: 一 O 220 220 400 

一 一『 O 50 O 80 

一 -780 1920 1220 130 

11 一 15:J0 2750 1875 155 

12 一 一 210 820 1460 220 

13 一 一 O 48コ 310 20 

14 一 一 340 925 260 20 

15 一 O 230 25(コ 10 

16 一 一 O O O O 

17 一 一 O 1620 O O 

18 630 1180 O O 

19 一 120 1600 O O 

20 120 108<コ O O 

21 60 470 15 O 

l日L 計 10765 12675 15590 40579 35440 25390 

排液日鍛 16 21 27 39 . 34 
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附表 IV 穿孔位置の差異によ
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木番競 4 7 ) の 液 歴 (太字戸日 U 最高〉

14h 16h 18h 2011 2211 

温 度 混 度 温度 温 度 温 度

波~ 波麿朱一温一Ifu結tf:豊波堅一一温寸|一一一 波慶一袋一温ァli一奇J 波麿
朱樹睦1 健 気温|樹憾

記イ 1田 -10 一一 7 一一

2931 3.51 -11 2511 1.01 -11 1531 -3.0 ー -451 -1 -11 -45 ーー ーー

2101 3.0: -11 230: 1.0 ー 197 ー0.5 ー -28 一一 -521 -1.11 

4481 0.01 -11 2301 0.01 -11 1421 0.0 ー ー1回ー 一 -201 -8.0 ー

3251 4.0: -11 30iヨ 3.51 -11 2161 0.0 ー 170 一一150 一一

2961 -1 -11 28<コ 9.0: -I! 265 一一

側担21 5.0 ー ;;;1 3.0 ー

831 -1 -11 301 2.0 ー

2031 8.51 -11 1341 5.01 -11 521 2.0 ー

3019.0-2748511 7O-1775.001 !ー 110: 3.01 -11 821 3.0 ー
97

1 
14.01 -il 75

1 
10.01 -11 15

1 
4. ー 一 一 -281 3.5 ー

理 中 iJlJ] ).E: 首包

76 1.0 一 50 5.0 -15 0.5 一
322 7.0 お 5 4.0 2日 3.0 一 225 一 一 一
267 9.0 246 6.5 185 2.0 一 143 

284 15.0 248 11.0 一 266 1.2 一 一 一
294 15.5 249 3.3 163 3.3 116 一 一 一
311 81 291 6.0 246 1.0 198 ー 一 一
355 8.0 222 4.2 284 4.0 275 一 一
267 8.0 267 8.2 250 6.5 238 一 一
271 11.0 216 6.0 175 4.0 138 

151 5.0 174 6.0 145 5.0 一
214 5.5 209 231 3.2 1991 -

229 85 228 240 4.0 一 227 一

209i 5.6 200 1田( 一 一

一 一
O 5.3 一 一

60 7.8 6.2 一
13.'J 4.1 一 一 一
1401 8.0 6.0 一
8Y 10.2 ← 

57 6.2 一
- 3 4.5 47 一

6.3 一 一 一
4 13.0 12.0 一 一 一 一

コ- 4 10.2 一 7.4 一 一
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32 15.1 14.0 一 一 一
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附表 VIII '"7 イ (樹木タ ヤ

6b 8b 10b 12h 
月 日

i夜 歴|朱温 i夜 歴(気温 波 麿|気温 i夜 歴|気 温

3. 11 -12 一 -32 一 -22 -47 

12 -11 一 -11 一 147 一 312 2.5 

13 -15 -12.0 -15 -5.0 一13 2.弓 64 2.5 

14 -12 -12.5 -12 -3.0 -11 1.6 -11 3.8 
15 ← 13 - 5.5 -11 -3.0 - 1 3.2 167 -0.5 
16 -13 - 3.5 -13 -3.5 -13 2.5 30 3.0 

17 一 -11 2.0 -12 5.0 一
18 一 -13 231 4.0 515 一
19 一 292 2.0 233 一 229 7.0 
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21 4帥 5.0 298 10.0 290 11.5 
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14h 16h 18h 部 h 22h 

液 歴|朱 温 波 歴|集 混 歴|朱 混 波 温 波 麿 l朱 温

60 一 1回 50 一 -12 一 -12 一
340 一 251 0.2 54 -2.8 -15 一 -15 一
240 2.7 208 0.7 123 -1.6 -13 -4.2 -40 -10.0 

-11 1.7 -12 2.0 -11 -2.5 -11 -7.0 -13 -5.5 
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附表 X 試験期間中の気象と排液股
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況並びに最高液塵の麓化(五百7器日号ZZ誌を鵠琵2ur議)

lJILlrliil器if「ιlTf| 記

川 :川1 ~I 
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i 当二i13::;1111
112J2J1J 115;部〕
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lヲJ51i4411=鳥取ぷ而
jj :;J 2l Zlョ1 1 2iS11百jlE52(12四一回日)

I -7i 5 二i割当 JI12125i51海鳴iz--一、

山口-喜一



(148) 

参考文献

ADAMS， J. Tran;location of carbohydrate in the sugar maple. Nature 112， 207 (1923) ; Abs. in C.A. 17， 3629 (1923). 

ALLEN， HUGH E. (One-half to :1vIcCaleh， Albert G.) yIaple ft.avoring material. U.8. 2078215， Apr. 27; Ahs. in C.A. 

31， 4410 (1937)・

Anon. 8accharine products. J. Ass∞.01五cialAgr. Chem. 2， 63-81 (1916); Ahs. in G.A. 10， 2H3 (1916). 

Anon. Maple sugar， its composition and metho占sof analysis， effect of environment. U.8. Dept. of Agr. Bulletin， 466 

(1917); Abs. in C.A. 12， 2258 (1917). 

BARTLEl'T， Jば:1vhplesugar. Mli日eA~. Expt. 8ta.， U伍cialInspections 139， 4-7 (1931); Ahs. in C.A. 26， 1149 

(1932). 

BARTLEl'f， Jふ1. Maple sirup. :¥IlIne Agr. Expt. 8ta.， 0丘icialIns;Je:tions， 143， 4-5 (1932); Abs. in C.A. 27， 1415 

(1933). 

BOIS， E. and NADEAU， A. Acer saccharum. Naturaliste C'll1adien，位:， 106-12 (1935); Ahs. in GA. 29， 3360 (1935); 

Chem. Zentr. 1936， II， 1004. 

Bors， E. and NADEAU， A. The amylase of maple sap and hu自eraction. Can. J. Research， 14， B. 373-80 (1936); 

Ahs. in C.A. 31， 434 (1937). 

BOlS， E. and NADEAU， A. Maple sugar， II. The presence of alllylase in maple sap and the products of hydrolysis. 

Can. J. Research， 16， B. 114-20 (1938); Ahs. in GA. 32， 5655. 

13 r.o:> R， ¥V.R. Studies OCl malic acid. I. Tramform~tion of ma¥ic add to sugar by the tissues of the maple (Acer 

saCc1tarUI1Z). J. Am. Chel孔Soc.3(， 534 (1912); Abs. in C.A. 6， 2634 (1912). 

BRODIL， J. Cump05ition of maple sap. Vestnik Ceskoslov. Akad. Zemedelske， 10， 2OS-60 (1934); Ahs. in C.A. 

28， 6770 (1934). 

sROWN， A. M lple sugar cakes. U.8.， lo760S!， March 9; Abs. in C.A. 20，534 (1926)， Chelll. Zentr. 1926‘1 r. 119. 

BROWN. A.E. J¥Iaple sirup. U.8.， 1245669 Nov. 6; Abs. in C.A.， 12， 293 (1918). 

BROWN， N.C. Maple syrup and sugar. Forest products their manufacture and use. John Wiley and Sons Il¥c.， pp. 

374-400， New Y ork (1919). 

BIWWN， N.C. Timber products and industries. p. 189. New York. (1937). 

BROWNE， GA. Handbook of 8ugar Analysis (1912). New Y ork. 

BRVA河， A.H. and HUBBARD， W. F. The pro:l.uction of maple symp and SUg.lf. Farmers' Bulletin， 516， U.S. Dept. 

。fAgriculture， (1912). 

BRYAN， A. HU<;H. :1vlaple syrup. U.8. Dept. of Agr.， Bureau of Chemistry， Bulletin 134. (1910). 

BRVAN， A. HUGlr， STRANGHN， M:N.， CHURCH， C.G.， GIVEN， A.， and 8HERWOOD，8.F. :1vIaple sugar， composilion， me. 

thods of analysis， effect of enviromuent. U.8. Dept. Agr.， Bulletin 466，46 (1917); Abs. in Cム 12，1131

(1917). 

BRVAN， A. HUGH. Maple-sap sirup， its manufacture. COlllposion and eぽectof environment theiron. Bur. of Chem.， 

U.8. Dept. Agr.， Bull. 134; Ah5. in C.A. 5， 326 (1911). 



(149) 

BRVAN'， A. HUGH. l¥Iethods for the analysis of maple products and the detection of adulterants together with the 

interpectation of the result obtained. Bureau of Chem. Dept. Agr. Circular 40， 1. 13 (1908); Ahs. in 

C.A. 2， 296! (1908). 

BUISSON'. Analyse eines l¥Iusters von Ahor四 cker. Bull. de l' Assoc. des chim. de sucre et dist. 22，峨 (1905);

Abs. in Chem. Zentr. 1905， I. 459. 

Bureau of the census， Fifteenth Censns of the United States. 

Bnreall of the Censlls， Fourteellth Census of the United States， Vol. 6， Part J， p. 272. 

CHANDLER， B.A. Maple syrup and sllgar prodllctioll. Wartillle Conservation Bulletin. Kew York State College of 

Agriclllture， 1918. 

CHARROX， A.T. Maple products. Rept. l¥Iin. Agr. Prov. Quehec. 1917，79-83; Expt. Sta. Rec.， 39， 15-6; Ahs. 

in C.A. 12， 2632 (1918). 

CHAMRERI.AIN， A.F. The maple amongst the Adgonkian Tribes. (Do.， No. 1891， 4; P. 39-43). 

CHlTTENDEN， A.K. Firewood and maple syrup. w1ichigan Agr. ColI. Forester， pp. 9-12， (1818). 

CHlTT、ENDEN，A.K. Notes Oll maple sugar making. Michigan Agr. ColI， Exp. Sta. Quarterly Bulletin No. 1， pp. 

127-128 (1919). 

CLE河ENS，C.A. The lead nllmher of 1l11ple prvducts. J. Assoc. 0;[. Agr. Chelll. 7， 350-3 (1924); Abs. in C.A. 

18， 2391 (1929). 

COLLINWOOD， G.H.， COPE， J.A.， alld RESMU55E河， M.P. The production of maple syrllp a叫 sugarIn New York State. 

COT!lell Extension BulletIn 167， (1928). 

COOK， A.J. l¥Iaple sugar and the sugar bush. Medina， Ohio， (1887)・e

COOKE， W.W. and HU.LS， J.L. Maple sllgar. Bulletin No. 26. Vermont Agricultural Experiment Station， Burli円 ton，

Vt.， (1891). 

CROCKET， W.H. How Verlllont maple sugar is made. Bulletin No.21. Vermont Depeltment of AgrIculture， (1915). 

COULlN， A. Nachweis einer Ver[1ilschung von Ahornsirup. J. Ind. Eng. Chel1l.， Analyt. Edit. 7， 426-27 (1936); 

Abs. in Chem. Zentr. 1936， J， 1980. 

COWLES， H.W. JR. Sugar standard for maple sugar and sirup. J. 1nd. E略 Chel1l.， 1，773-5 (1910); Abs. in C.A. 

4， 350 (1910); Chem. Zentr. 1910， 1，1728. 

DIXON， H.H. Transport of organic substances in plants. Nature 110， o!7 (1922); Abs. in C.A.， 17， 1014 (1923). 

DOOLlTTLE， R.E. and SEEKER， A.F. The possibilities of M口scovadosugar as an adulterant for maple products. Bur. 

of Chel1l.， U.S. Dept. Agr.， Bull. 122， 196-8 (1909); Ab.;. iu C.A. 3， 2067 (1909). 

EDSON， H.A. The influence of micro-organisl1ls upou the quality of lllaple sirup. J. 1nd. Eng. Chem.， 2， 325-7 

(1910); Chem. Zentr.， 1910， II， 13:a2. 

EDSON， H.A.， JONES， C.H.， and CA飢RP悶E河則町γl'ER鳥， C

167， (1912). 

FABIAN， F 

47 (1933); Abs. in C.A. 28， 1563 (1934); Chelll. Zentr. 1934， I. 1208. 

FABIAN， F.W. and BUSKIRK， H.H. Aerobacter aerogenes as a cause of ropiness in lllaple sirup. J. 1nd. Eng. Chem.， 



(150) 

27， 319-50 (1935) ; Abs. in. C.A.耽 3063(1935); Chem. Zentr.， 1935， II， 1100. 

FELLERS， C.R. Maple products. Mass. Agr. Expt. Sta.， Ann. Rept.， 45， (1933); Abs. in C.A. 28， 7579 (1931). 

FELLERS， C.R. Spoilage of maple products by molds. J. Bact.， 25， 67-8 (1933); Abs. in C.A. 29， 1951 (1933). 

FELLERS， C.R. and SMITH， G.G. Vitamin C and A in maple products. Proc. Am. Soc. Hort. Sci. 31， 96-7 (1934); 

Abs. in C.A.， 30， 8419 (1936). 

FINDLAV， G.H. and SNELI.， J.F. Some constituents of the sap of the sugar maple (Acer 四 ccharu1lZMARSH.). Can. 

J. Research 13， B， 269. 75 (1935); Abs. in C.A.， 30， 3268 (1936); Chem. Zehtr. 1936， IL 2396. 

FISCHER， A. Die Fabrikmassigc Darstellung reinen Ahornzu~kers und Ahornsirup und die Bedeutung dieser In-

duslrie. Z. ver. Rubenzucker-Ind， l'鎖)6， 637. 

FOWI.ER， D.E. and SNELI.， J.F. Analyse von Ahornprodukten. X. Stadium. uno. Abanderung der Canadischen B1eime 

thode. J. Ind. Fng. Ghell1. Analytica Edition， 1， 8-13 (1929); Abs. in Chell1. "Zcntr. 1929. 1， 3040， 

Fox， "'I1.I.JAM F. and HUJlBAHD， ¥¥'.F¥The maple sngar induslry. 11ul1etin No. 59. Bureau of Forestry， U.S. Dept. 

。fAgricu1ture， (1905). 

FREY-丸IYVSSLING，A. Theorie des BJutens. Ber. des Deut. Bot. Ges. 47， 434 (1929). 

FRINK， C J. The cost of producing maple products in 1912 and 1913. Vermont Agr. Exp. Sta.， Bull. 203， (1917). 

GAr.DUER， G. und BOURGOIN， 1，. Die Ahornsirup-und Zuckerindustrie. La Science Moderne 2， 147 (1935); Ahs. in 

Chell1. Zentr. 1935， 1 2190. 

GR崎町四.D，J. und PAYFER， R. Ueber Ahornsirup. Z. Unter四 ch. l.ebensmittel 74. 31-34 (1937); Abs. in Chem. 

Zentr. 1937， 1I， 2604; C.A. 31， 7139 (1937). 

IIART， E. i¥1aple回 palld its improvell1ent. Ind. Eng. Chell1.， 20，581 (1928); AI市. in C.A. 22， 2798 (1928); Chell1. 

Zentr. 1928， 1I， 2297. 

E日IA加AR'則ζどnv

von Verfelschungen. J. Am. Chem. Soc.， 26， 1523-45 (1905); Ahs. in Chem. Zentr. 1905， 1. 185. 

HAWES， A.F. and CHANDLER， n.A. The managemellt of second growth hardwoods ;n Vermont. Vermont Agr. Expt. 

Sta. Hull. 176， 44 (1914). 

HENSHAW， II.¥Y. The indian origin of l¥1aple sugar. -f、heAll1eriCan Anthropologist， 1890， No. 3; P. 341-351. 

HERBERT， P.A. 乱1aplesyrup making. Michigan Agr. Expt. Sta. Quarterly B1111. Vol. 5 : 3， 139-140 (1923). 

HERBl<:RT， P.A. Butternut produces maple syrup. Michigan Agr. Expt. Sta. Quarterly Bl111.， Vol. 7: 2， 62 (1924). 

HILI.S， J.L. Rl1ddy sap. Rl1lletin No. 51 of the Vermollt Agr. Expt. Sta. Burlington 1910. 

Hu.I.s. J.L. The ll1aple 53p flow. Rl111etin No. 105 of the Verll10nt Agr. Expt. Sta.， Bl1rlington 1904. 

HINES， C爪，'. The manl1factl1re of table sirup. Louisiana， Planter， 64， 252-4 (1920); Aus. in C.A. 15， 326 (1921). 

HITCHCOCK， JOHN A. Cost and profit in the sugar orchard. Vermont Agr. Expt. Sta. Bull. 292， (1929). 

HITCHCOCK， JOHN A. Econoll1ics of the farm manl1facture of maple syrup and sugar. Vermont Agr. Expt. Sta. Bull. 

285， (1928); 286， (1928). 

HITCH∞CK， JOHN A. Economi白 ofthe farm ll1anl1facture of maple sirup and sugar. Vermont Agr. Expt. Sta.， 

Bl1l1. 285， 1-96: Rul1. 286， 1-24 (1928); Abs. in C.A. 23， 3591 (1929). 

HORNE， WM. D. Sl1gar industries of the United States. 1nd. Eng. Chem. 27， 989 (1935)， Abs. in C.A. 29，6453 (1935)・



(151) 

HUBBART，、NILUAMF. Maple sugar and syrup. U. S. D. A. Farmers' Bull. 252 (1906). 

ILLICK， JOSEPH S. Pennsylvania Trees. Pennsylvania Depertment of Forests and ¥Vater Bulletin. 11， (1928). 

JONES， C.H.， EDSON， A. W. and MORSE， W.J. '1、hemap!e sap flow. Vermont. Agr. Expt. Sta. Bull. 103， (1903). 

JONES， G.H. Report on saccharine products. Pr. Assoc. 0丘，¥gr.Chem. 23， (1906); U.S. Dept. Agr.， Bur. Chell1. 

Bull. 105， ]4-19 (1906); Abs. in C. A. 1， 2722 (1908); 116， 10; Abs. in C.A. 3， 555 (1910). 

JONES， C.H. Strage of sugar in the mnple tree. Vermont Agr. Expt. Stn. J. Ass∞.0自:Agr. Chem. 2， Part 1. 103-

12 (1916); Abs. in C.A. 11， 263 (1917). 

JONES， G.H. Detection of adlllterations in maple products. Proc. Vt. Maple SlIgar Makers' Assoc. 24， ~5-30 (1917). 

Expt. Sta. Rec. 40， 612 (1917); Abs. in C.A. 14， 1458 (1920). 

JONES， C.H. and BRADLEE， JEN~IE L. Carbohydrate contents of the mal'Ie tree. Vt. Agr. Expt. Sta. llllll. 358， 3-

147 (1933); Abs・inC.A. 28， 2388 (1936). 

KLINCROWSTROEM， CARL. VON. The early days of domestic sugar production， particulary in Bavaria. Deut. Zuckerind. 

46， 169-70， 194-5 (1921); Abs. in C.A. 15， 2009 (]921). 

I三URTZ，SAMUEI. L. The maple syrup and sugar industry in Somerset County. Forest Leaves， Vol. 20， 15 (1925). 

LARRIE， A. and RISI， J. Contribution 10 the study of the arol1latic principle of the products of the sugar maple. 

Th田 is，LavaI U凶v.，Quebec. 1932 pp. 60; Abs. in C.A. 28， 3934 (1934). 

LANCASTER， lI.~I. Report on maple products. J. Assoc. 0伍 Agr.Chem. 8， 372 (1928); Abs. in C.A. 19， 2380 (1925); 

10， 180-3 (1827): Ahs. in G.A. 21，詰339(1929). 

LEPESCHKIN， ¥V入.¥'. Untcrsuchunge日出町rdas Friihlingsbluten der Birke und des Ahorns. Planta. 1927， 113. 

LINDET， L. Analyse von Ahornzucker. Bull. de l' Assoc. des chim. de sucre dist. 22， 577 (1905); Abs. in Chem. 

Zentr. 1捕ら 1，827.

LIPPMANN， E.O. von. Organische Sauren aus dell1 Safte des Zuckerahorns. Ber. Deutsch. ChCIl1. Ges. 47， 3094-95 

(1914); Ahs. in Chell1. Zentr. 1915， 1， 95; C.A. 9， 1184 (19I5). 

I.IPPMANN， E.O. von. Zur Vorko!lll1len von AepfeIsaure im Zuckerahornsafle. Ber. DIsch. Chem. Ges. 47， 288 (1915); 

Abs. in Chel1l. Zentr. 1915， 1， 835; C.A. 9. 625 (1915). 

LOWENSTEI:-<， A. The rapid deterll1ination of 1l10isture in cOll1merciaI p1'oducts of a vi，cou写 01' scmi.solid consistency. 

]. Ind. Eng. Chell1. 1， 25ヨー3(1909); Abs. in Cム 3，1971 (1909). 

LUND， A.A. and ANTHQNY， R.S. I.es producteurs de snC1"e d'erable de Quel同 c，Quebcc， Canada， Ue]児 rtvon， A.P. 

1957465; Abs. in Chem. Zentr. 1935， 1， 1461. 

LUND， A.A. and ANTHONY， R.S. Treating maple sirup. U.S. 1957465， l¥lay 8; Abs. in C.A. 28， 4138 (1934). 

LUND， ALBERT A. Concentrated maple flavor. U.S. 2072895 lY1ar. 9; Abs. in G.A. 31， 33主立 (1937); Chem. Zentr. 

1937， 1. 4705. 

McGU.L， A. l¥laple sugar. Ottawa， CJnada Inland Rev. Dept.， BulJ. 140， (1908); Abs. in C.A. 2， 155 (1908). 

MCGILL.， A. Maple sirup. Lab. lnland Rev. Dept.， Ottawa Canada， BulI. 141 and 155; Abs. in G.A. 2710， ~965， 

(1908) and C.A. 1， 2033 (1908). 

l¥1CGll.L， A. Maple sirup and日19ar. Lab. of the lnland Revenue Dept.， Ottawa， Canada， Bulls. 214， 215， and 285， 

259; Abs. in C.A. 5， 537 (1911)， 7， 3804 (1913). 



(152) 

MCGILL， A. A study of maple syrup. Bulletin No. 228 of the Laboratory of the 1nternal Revenue Dept. Ottawa， 

Can. 1911; Abs. in C.A. 6， 810 (1912). 

McINTYRE， A.C. The maple products industry of Pennsylvania. Bull. of School of Agr. and Expt. Stn. State Col-

lege， Pennsylvania， 280， (1932). 

McKAV， A入，V. Marketing Vermont maple sap products. Vermont Agr. Expt. Sta. Bull. 227， (1923). 

MORSE， F人11'.and ¥Vo円D，A.H. The composition of maple sap. New Hampshire Agr. Expt. Sta. Bull. 25，1895. 

MVERS， GEORGF. H. Maple plantatiol1s in Vermont. Forestry al1d Irrigation， Vol. 8， 123-126 (1902). 

MEYER. F.S. How maple sirup is made. Glasspacker 2， 160-2 (1929); Abs. in C.A. 23， 2767 (1929). 

MONCRIEF， J.T. U.S. 1094675; Abs. in C.A. 8， 2203 (1914). 

NAKANO， H. Ueber dell ¥Yechse! des 131utul1gsdruckes von C01"1ZUS controvcησHEMSL. Jour. Fac. Sci. Tokyo 1mp. 

Ulll¥'. ¥'01. V， Pュrt2 (1937). 

NιLSON， E.K. Acid of maple sugnr “sal1d". J. Am. Chem. Soc. 50， 2628-31 (1928); Al市. in C.A. 22， 3313 (1928); 

Chem. Zentr. 1928， II， 902. 

NELSON， E.K. Acid of maple sirup. J. Am. Chem. 50， 2006-8 (1928); Abs. il1 C.A. 22， 3313 (1928); Chem. Zel1tr. 

1928， II， 901. 

NELSON， E.K. Flavor of maple sirllp. Dept. Agr.， ¥¥'ashil1gtol1 D.C.， J. Am. Chem. Soc. 50， 2009-12 (1928); 

Abs. in C.A. 22， 3241 (1928); Chem. Zentr. 1928， II， 902. 

PAINE， A.S.， WALTON， C.F. al1d BADOLLET， M.S. ll1dustrial appliCaliolls of illvertase. 1nd. El1g. Chem. 17， 445-

50 (1925); Abs. in C.A. 19， 1960 (1925). 

PRINSEN GEERLIGS， H.C. Maple sirup. Deutsch. Zuckerind. 36， 49-51 (]911); Abs. in C.A. 5， 1344 (1911). 

Proceedings of the annual meeting of the Vermont maple sugar maker's associatiol1， 1909-1917. inclusive. 

RICHARDSON， ARTHUR HERBERT. Why 110t plant a sugar hush Canadian Forest aud Outdoors， Vo1. 20， 165，166 

(1924). 

RIOU， P. and DELORME， J. Ueber die Al1wesenheit VOI1 M(I巾 ganim Ahorn-und Rohrzucker. C.R. hebd. Seances 

Acad. Sci. 200， 1132. 1133 (1935); Abs. in Chem. Zentr. 1935， 1， 3610. 

RIOU， P. and DELORME， J. New melhod of analysis of maple sap prodllcts. J. Ass叫.Ofticial Agr. Chem. 18， 505 

(1935); Abs. in 29， 7689 (1935). 

RlOU， P. and DELORME， J. Die Bleizahlen VOI1 AhornzlIcker. C.R. hebd. Seances Acad. Sci. 202， 1941-42 (1936); 

Abs. il1 Chem. Zentr. 1936， II， 3732. 

RISI， J. and Bors， E. The aromatic pril1ciple of maple products. Can. Chem. met. 17， 144 (1933); Abs. in C.A. 

27， 4435 (1933). 

Rrst. J. ul1d BOIS， E. Beitrage zum Stadillm des Aromastoffes der Zubereitungen des Zuckerahorns. Natllriste Cal1adien 

帥 (3)4， 1891 (]933); Abs. in Chem. Zentr. 1934， II， 3021. 

RJsr， J. and LABRIE， A. Investigation of the aromatic materials il1 maple sugar. Can. J. Research 13， B， 175-84 

(1935); Abs. in Cム 30，640 (1936); Chem. Zen廿.1936， 1， 1436. 

ROSSEE. Ahornzucker. Zb1. Zuckerind. 44， 249 (1936); Abs. il1 Chem. Zentr. 19純1I， 552.

RYTIR， F. The sugar exhibit. at the Jubilee Exposition in Prague 1908. Z. Zuckerind. Bobmen， 33，46 (1909); Abs. 



(153) 

in C.A. 3， 257 (1909). 

SADLER， H入，V. Improving maple ice cream. Ice Cream. Trade J. 28， No. 1， 38-9 (1932); Abs. in C.A. 26， 1355 

(1932). 

SALE. J.W.司nd羽TILSON，J.B. Concen!rated maple flavoring. U.S， 1642789 Sept. 20; Abs. in Chem. Zentr. 1鋭~，

1， 2879. 

SANDO， C.E. and BARTLETT， H.H. The organic acid of l'yrus coronaria， Rhus glabra and Acer saccharum. J. Agr. 

Research 22， 221-9 (1921); Abs. in C.A. 16， 575 (1922); Chem. Zentr. 1935， 1， 98. 

SCHUETTE， H.A. and SCHUETTE， SVBIL C. Maple sugar. A bibliog阻 phyof early records.τralls. V可isconsinAcad. 

Sci. 29， 209 (1935); Abs. in C.A. 30， 2418 (1936); Chem. Zentr. 1936， II， 923. 

SHEDD， P..¥I. Variations in mineral composition of snp， leaves， and stems of the wild grtlpe vine and sugar.maple 

I三entuckyAgr. Expt. 5ta. J. Agr. Research 5， 529-42 (1915); Abs. in C.A. 10， 1544 (1916); Chem. 

Zenlr. 1916 1， 713. 

SKAz!:"f， 1.. IIerstellnng von Ahornsaften. A.P. 1956362; Abs. in Chem. Zentr. 1935， 1， 1951. 

SKA創刊L. Concentrated maple flavoring. U.5. 19617l4， (]934); Abs. in C.A. 28， 4803 (1934). 

SKAZIN， L. :Nonmottling and nonharding maple sugar. AP. ]97ω70 31/3 (1932); Abs. in C.A. 28， 6336 (]934); 

Chem. Zelltr. 1935 1， 470. 

SNELL. J.F， :i¥Iaple sap products and canadian stalldards. J. Soc. Chem. Ind.， 33，507 -15 (1914); Abs. in C.A.8， 

3476 (1914). 

SNELL， J.F. Analysis of maple pr，吋ucts.1. AIl electrical cOllductivity test for the purity of maple sin恥J.Illd. 

Eng. Chell1. 5， 740-7 (1913); Abs. in Cム 7，4021 (1913). 

SNELL， J.F. Analysis of ll1aple products V. J. Ind. Eng. Chell1. 8， 144-6 (1916); Abs. in C.A. 10， 940 (1916). 

SNELL， J.F. Analysis of maple products. VII. The electrical condictivity test for the purity of maple sirup. J. Ind. 

Eng. Chem. 8， 331-3 (1916); Abs. in Cム 10，1383 (1916); Chem. Zentr. 1918， II， 479. 

SNELL， J.F. Analysis of maple products IX. Effect of centrifugal c1arification of maple sirup upon its analytical 

values. Ind. Ellg. Chem. 19， 278~80 (1927); A1>5. in C.A. 21， 1204 (]927): Chem. Zentr. 1927， 

II， 2866. 

S阻 LL，J.F. J¥faple sap industry. Can. Chem. J. 4， 71-4 (1920); Abs. in C. A. 14， 1458 (1920). 

SNELL， J.F. The chemistry of maple products. Can. Chem. J. 4， 122-5 (1920); Abs. in C. A. 14， 2225 (1920). 

SNELL. J.F. Analysis of maple sap products. J. Assoc. 0侃cialAgr. Chem. 4， ]57-69， 428-43 (1920); Abs. ill 

C.A. 14， 1458 (1920)， 15， 903 (1921). 

SNELL. J.F. Maple sugar sand. Proc. 27th Ann. Meet. Vt. Maple Sugar Makers' Assoc. 38-44 (1920); Abs. in C.A. 

15， 183 (1921). 

SNF.I.L. ].F. Malic acid f1'om maple sugar sand. J. Soc. Chem. Ind. 44， 140-1 (1925); Abs. in C.A. 19， 1853 

(1925); Chem. Zentr. 1925， 1， 2669. 

SNELL. J.F.Composition of maple sirup and of maple sugar sand anil the detection of adultration of the sirup. 

Trans. Roy. Soc. Can. 13， sect iii 211-31 (1911); Abs. in C.A. 14， 2520 (1920)・

SNF.r.L. J.F. The analysis of maple products. Proc. Trans. Roy. 5oc. Can. 1913， sect. iii 165-82; Abs. in C.A. 8， 



(154) 

3601 (1914). 

SNEI.L. J.F. Report on (the analysis of) maple products. J. A回目.0侃cialAgr. Chem. 13， 176-88 (1930); 14， 158ー

72 (1931); 15， 181-94 (1932); 16， 158-73 (1933); 17， 156-67 (1934); 18， 164-70 (1935) 20， 399-

401 (1937); Abs. in C.A. 24， 3574 (1930); 25， 4946 (1931); 26， 4388 (1932); 27， 3259 (1933); 28， 

4500 (1934); 29， 4848 (1935); 31， 8240 (1937). 

SN司LL，J.F. and LOCKHEAD， A.G. The nnalysis of maple products IV. J. Ind. Eng. Chem. 6， 301-2 (1914); Abs. 

in C.A. 8， 2007 (1914). 

SNELL， J.F.， MAC FARLANE， N.C. rnd VAN ZOEREN， G.J. The annlysis of maple products. V1. A volumetric sub. 

ncetate test for purity of maple syrup. J. Ind. Eng. Chem. 8， 241-3 (1916); Abs. in C.A. 10，1059 

(1016). 

SNELL， J.F. and SCOTT， J.M. The Analysis of maple prodllctS. H. A comparative study of the delicacy of methods. 

J. Ind. Eng. Chem. 5， 993-7 (1917); Abs. in C.A. 8， 380 (1914). 

IrI. The range of variation of analytical vnlnes in genlline maple symps. J. Ind. Eng. Chem. 6， 216ー

22 (1914); Abs. in C.A. 8， 1839 (1914). 

SNELL， J.E.， SKAZIN， L.， ATKINSON， H.J. and FINDLAY， G.H. Improvement iri the nnalysis of ll1aple products. Can. 

J. Resenrch 7， 106-12 (193:1); Abs. in C.A. 26， 5355 (1932). 

SNELL， J.F. and VAN ZOEREN， G.J. The analysis of maple products VIIL The application of the conductivity and 

volumetric lead subacetat test to maple sugar. J. Ind. Eng・Chell1.8， 421-2 (1916); Abs. in C人 10，

1769 (1916); Chem. Zentr. 1920， IV， 295. 

SPENCF.R， J.B. The maple sugar industry in Canadn. 1913. 

SrETER， MAX. Justus 1必hingder “Ahornist". Deut. Zuckerind. 59， 572-74 (1934); Ab" in Chem. Zentr. 1934， 11 

2161. 

S1'. JOHN. B.H. Sol1Je colour reactions obtained froll1 the extract of Acer明icatu11t. AIl1. J. Phnrm. 89， 10-4 (1917); 

Abs. in C A. 11. (1917)， Chem. Zentr. 1917， 1. 1156. 

SY， A.P. Bemerkung Uber die Analyse von Ahornproducten. Der B1eiwert. J. Franklin Inst. 162， 71-72 (1906); 

Abs. in Chem. Zentr. 1906， 11， 714. 

SY， A.P. Lead Value. J. Am. Chem. Soc. 30， 1611-5 (1908); Ab~. in C A. 2， 3376 (1908). 

SY， AP. History， manufacture and analysis of maple products. J. Franklin Inst. 166， 249， 321， 433， (1908); Abs. 

in C.A. 2， 3376 (1908) ; 3， 810 (1909)， Chem. Zentr. 1908， 11， 1381， 1639， 1646.， 1倒防， 1，595. 

The Molaska Corp. Spray-drying of molasses， etc. Brit. 439595， Dec. 10. (1935); Ab，. in C.A. 30， 3538 (1936). 

THOl¥IAS， E.J. Kurz Beschreibung der Gewinnung von Ahornzucker und Ahornsirup nach neuzeitlicben Verfnhren. 

Food J¥Ianuf. 12 171-72 (1937); Ahs. in Chem. Zentr. 1飽7I1， 484. 

TOB町， ELl¥!ER R. :¥laple坦 pproduct. ::¥[e. Agr. Expt. Sta.， 0白cialInspections Bull. 159， 6-.8 (1936); Abs. in 

C.A. 31， 1242 (1937). 

VAN ZORREN， G.J. A couvenient dip electrode. J. Am. Chem. Soc. 38， 652-3 (1916); Abs. in C.A. 10， 3003 

(1916). 

Voss， A. Ueher Zucker auS Ahorn. Phorm. Zentralhalle 58， 605 (1917); AI百. in Chem. Zentr. 1918， 11， 79. 



(155) 

WALTON， C.F. JR. and PAINE， H.S. Maple sirup mixture. U.S. 1467022， Sept. 4.; Abs. in G.A. 17， 3728 (1923). 

¥¥'ARREN， ¥V.H. “Sugar Sand" from maple 5ap.， a source of malic acid. J. Am. Chem. Soc， 33， 1205-11 (1911); 

Abs. in C.A. 5， 2986 (1911)， Chem. Zentr. 1911， II 1118. 

¥VARREN， ¥V.H. and GROSE， M.R. The possibi!ity of reducing the cost of malic acid. Clark Ulliv. Orig. Con'p. 

8th 1ntem. Congr. Appli. Chem. 16， 265-71 (1912); Abs. in C.A. 6， 3204 (1912). 

¥¥・HITLY，G.S. Maple products of intense maple flavor. U.S. 2054873， Sept. 22; Abs. In C.A. 30， 7716 (1936). 

¥VJLEY， HλN. The sugar industry of the United States. U. S. D. A. Bureau of Chemistry Bul1etin 5， (1885). 

¥V江LAMAN，J.J. Minnesota sugar products. Univ. MinlJesota Agr. Expt. Sta. Special Rull. 36; Abs. in Cム 13，3034

(1919). 

¥VJLLlTS， C.O. Painting 53p hucket5 and other equipment used in the production of maple sirup. New Y ork Agr. 

Expt. Sta.， Circ. 182， 4 (1938); Abs. in C.A. 32， 7596 (1938). 

¥VJNTON， A.1" und LEIJN K阻 IDER，J. Eine Methode zur Jlestimml1ng der R1eizahl in. Ahofl1sirup nnd Ahornzucker. 

J. Am. Chem. Soc. 28， 1204-9 (1906); Abs. in Chem. Zentr. 1鎖)6， II， 1287. 

¥VYANT， ZOE N. Honey and maple syrup vinegar. l¥1ichigan Agr. Expt. Sta. Ql1arterly Rulletin. Vol. 3 :為 75-113

(1921). 

YODER， P.A. A polariscopic method for the determination of malic acid and its application in cane and maple 

products. J. 1nd. Eng. Chem. 3， 562-74 (1911); Abs. in C.A. 5， 3478 (1911)， Chem. Zentr. 1911， II 

905. 

YODER， P.A. Eine Polarimetri5ches Verfahren zur Bestimmung der Aep~eJ5äure und seine Anwendung bei Rohr-und 

野

Ahorn-zuckerprodukten. Ztschr. f. Unters. Nahrgs.-und GenussmitteJ 22， 329-50 (1911); Abs. in Chem. 

Zentr. 1911， II， 155. 

越械糖コ閥スル試験.北海道鹿林業試験報告第9j披 12頁大足10年. (1921) 

清水銭吉械樹液ノ分析.東化9 雑録94. 明治21年. (1922) 

上村勝爾械糖及ピ械しろっぶ.改訂森林利用事下巻. 389 -407頁昭和三年・ (1928)

上村勝爾械糖及ヒ概しろっぷ=就テ.犬日本山林舎報.第 463貌 8頁.第 467務 12頁.第465務 31頁.

第 466務 37頁.第467君主主2頁.第 468披 22頁. (大正日年〉第470波 16頁. (大正11年).

宇野昌一樹木カラ砂糖ノ採集.理論貧際休農製造準. 324頁 昭 和10年. (1935) 


